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• 褐色矮星 WISE J112254.72+255022.2 の、5GHz 帯でのVLBI 観測
• コンパクトで円偏光の強い放射を観測、周期 1.95hr 程度で変光
• 変光は電子サイクロトロンメーザー (ECM) 放射と整合的
• 木星のオーロラ放射のようなメカニズムで光っていることを示唆
• VLBI 観測で位置精度が向上、固有運動も求められた。4500au 離れた場
所にある M型星 LHS 302 と同じ固有運動を示しており、J1122 と LHS 
302 が、重力崩壊で出来た可能性が示唆される。

• 固有運動から、土星質量程度以上の伴星が居る可能性は否定されるが、
オーロラ電子を供給できるような岩石惑星の存在は否定されない。

2505.04506 ApJ accepted



観測：4hr 程度の観測を１年間に5回、ほぼ右円偏光100% の放射を観測

Stokes I

右円偏光

左円偏光



ライトカーブ： 6分ごとにデータを区切ってフラックスの変化を見る

周期解析 (Lomb-Scargle)

ライトカーブ2022年8月にバースト現象



モデル： オーロラ現象による電子サイクロトロンメーザー放射

赤道面付近に、電子の供給源が必要
星近傍の岩石惑星など？（木星の場合は、

イオの火山活動）

アストロメトリーで得られる伴星の制限



• 粘性降着＋光蒸発による原始惑星系円盤の進化で、多数円盤の質量分布
（population）がどのように変わるかを議論

• 粘性降着＋光蒸発モデルでは、軽い円盤ほど早く無くなるので、円盤質
量分布の中央値が重い方に進化する

• MHD wind による進化の場合は、そのようなことが起こるパラメータは
多くない

• 円盤質量分布の中央値の進化を調べることで、円盤進化がどのように起
こるかについての示唆を得ることができる。

2505.05578 査読中？



円盤進化モデル：粘性進化＋光蒸発 光蒸発が無ければ、自己相似的：

光蒸発が無い場合の円盤質量と
質量降着率の進化

光蒸発の項は、様々な R依存性が提案されているが、ここでは Owen (2010) を使う
光蒸発を入れると、「ギャップ」ができて、内側の円盤が失われる

進化タイムスケールとして、「大域的」と「局所的」の二種類を提唱

大域的：

局所的：

基本的には、「光蒸発が粘性降着よりも効くようになる時間」



実際には、大域的・局所的の両方の条件が満たされて、円盤が散逸する

局所的な条件の円盤パラメータ依存性

ここで、M0 が円盤初期質量。
タイムスケールは、円盤質量が軽い方が短い



円盤の population の進化（理論予測）

軽い円盤が早く無くなるので、質量
の重い円盤が生き残るはず

円盤の population の進化（数値計算：Diskpop）

実際にそうなっている

質量分布の中央値の
時間進化



MHD wind モデルの場合はどうか？

MHD wind モデルは、進化タイムスケールを手で与える。
進化タイムスケールは、降着タイムスケール t_{acc} に関係する。
通常、t_{acc} は円盤質量 M0 とは無関係なので、軽い円盤も重い円盤も同じように進化

 円盤質量分布の中央値は時間とともに減少するはず

もし、円盤質量 M0 と降着時間 t_{acc} に関係があったら？

φが 0.5 以上でないと、中央値が大きくなるような進化は起こらない。
MHD計算で示唆される φ の範囲は、-2 から 1 程度。0.5以上となるパラメータ範囲は狭い



2505.05578 JKAS (2025), 58, 1, 111

• 4つの原始星について、AKARI, Spitzer の 2.5-30um のスペクトルを用
いて、氷のフィーチャーを解析

• Class 0 – I/II の4天体
• 連続波差し引き・実験室スペクトルを用いたフィット
• CO氷の量が、Class 0 から I にかけて減少していく傾向がある

• 温度が上がって氷が昇華
• COガスに幅の広い吸収 エンベロープは70K以上になっている



ターゲット天体

観測データ 連続波差し引き

多項式フィットをしたう
えで、シリケイトを引く

光学的厚み
氷フィーチャーを引く



Per-emb 25 Ced 110 IRS 4 B1 a RNO 91

様々な氷フィーチャー（＋COガスの回転振動線）を使ってフィット



水氷に対する様々な氷のアバンダンス

上から下にかけて Class 0  I/II
CO氷が進化にしたがって減少
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